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１．研究目的 

本研究では, 低用量ピル（以下, ピル）に対する

女性たちの意識という観点から, 避妊に関する女

性たちの自己決定に関して考察を加えることを目

的としている.  
女性の自己決定に関しては人工妊娠中絶（以下, 

中絶）に関する議論が多いように思われる. 例え

ば塚原久美の『中絶技術とリプロダクティブ・ラ

イツ』では女性が自身の経験や意志によって決定

すべきはずの中絶に関する選択が, 宗教的倫理観

や法律, 用いられる中絶技術によって拘束されて

いることを批判している. 一方, 避妊に関する自

己決定は中絶に関する自己決定のように, 少なく

とも現在の日本においては自己決定そのものが拘

束されているというわけではない.  
しかし, このことは女性が避妊に関して満足の

いく決定ができており, 望まない妊娠の不安に怯

えることなくパートナーとの関係を楽しめている

ということと同義ではない. 塚原久美は避妊に関

する自己決定について, 「女性には自らの生殖機

能をコントロールするための避妊の情報と手段が

提供されるべきであり, その使用は女性たちの自

由意志に基づいて決定されなければならないはず

である.（塚原 2014: 33）」と述べており, 中絶に関

する自己決定と同様に避妊に関する女性の自己決

定が重要であることを強調している.  
中絶に比べ, 女性にとってより身近であるよう

に感じられる避妊に関する自己決定は, それゆえ

に問題としてクローズアップされにくい. だが, 

塚原久美が指摘するように, そこにはまだまだ可

視化すべき問題があるはずだ.  
本研究は避妊に関する自己決定というテーマに

関して, ピルに対する女性たちの意識という観点

から分析を加えることを試みている. 複数の避妊

法の中からコンドームを選択する場合, 男性が女

性の避妊に対して協力的であることを前提として

いるが, 対して, ピルでの避妊は女性の意志のみ

で避妊を遂行することができる. このように, コ
ンドームと比べより強く女性本人の裁量で避妊が

可能なピルに対する女性たちの意識を分析するこ

とで, 女性たちが避妊に関する自己決定について

どのような意識を持っているかの分析に繋げてい

くことを試みている.  
 
２．先行研究 

今年度は, ピルについての先行研究として松本

彩子の『ピルはなぜ歓迎されないのか』を検討し

てきた. この文献では 1955 年に発表され, 1999 年

に認可されるまでの約 40 年間, なぜピルは認可ま

でにここまでの歳月を要したのかという点を分析

している. 松本彩子は認可が遅れた要因を分析し

ているが, その中で, 女性がピルに対して消極的

な見解を持っている理由のいくつかの仮説を立て

て分析している.  
では, なぜ女性はピルに対して消極的な見解を

持っているのか, 松本彩子によって挙げられてい

るのが, ピルの持つ「二律背反的性格」である. こ
の「二律背反的性格」は, 「コンドームによって
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避妊した場合, 避妊の失敗という出来事の責任は

男性に求めることができるが, ピルによって避妊

し, 失敗した場合, 男性は女性の飲み忘れを非難

し, 自分の責任を不問にすることが可能なのだ. 
（松本 2005: 207）」という事態を指す.  

女性が避妊に関する自己決定をどのように捉え, 
どのように避妊法を選択しているのか, という点

において, 「避妊責任」に関する男性との駆け引

きが存在しているという松本彩子の洞察は本研究

を進めるにおいて重要なポイントとなる. 松本は, 
婚外出産が社会的に抑圧されている日本において, 
男性に「避妊責任」を追及しやすいコンドームで

の避妊が多く普及しているのは, 男性に責任を追

及して, 婚姻内で出産することが可能になりやす

いからだという. 対して, ピルで避妊した場合, 
女性に責任が追及され, 女性は中絶せざるを得な

くなる. このようにピルは女性主導で避妊ができ

る一方で, 同時に女性自身の責任が追及されやす

くなるという理由から, コンドームに比べて女性

たちから歓迎されないという分析がされている

（松本 2005: 208）.  
しかし, 実際のところ, コンドームで避妊した

場合に本当に男性に責任を問うことができるのか

という点は個別的な女性と男性との関係性の影響

を受けると考えられる. そしてこの個別的な女性

と男性の関係性の背後には女性の避妊に関する自

己決定に影響を与えるジェンダー関係が存在する

と思われる. 「避妊責任」とジェンダーに関して

さらに掘り下げるために, 女性たちへのインタビ

ュー調査を通してリアリティのある分析していく

必要がある.  
再びピルの認可を遅らせてきた反対理由に戻る

と, 「女性の性が乱れる」という言説が繰り返さ

れてきたことが松本彩子に紹介されている. ピル

の認可への反対理由としての「女性の性の乱れ」

とは, 性感染症, 特に HIV の蔓延と結び付けられ

ている. 松本は, 「とりわけ未婚で, 『性感染症感

染のリスクが高い』女性を, ピルの服用者層と見

ており, その偏見こそが, HIV とピルを結び付けて

きたのではないだろうか. （松本 2005:44）」と指

摘している.  
ピルによる避妊を選択すれば, コンドームで避

妊する必要がなくなり, コンドームを使用しない

と性感染症に感染しやすくなる, という考え方は

それなりに説得力がある. しかし,ここに女性がピ

ルを服用することに関する「偏見」が込められて

いるという松本彩子の指摘にも注意する必要があ

る. ここで指摘されている「偏見」が, 具体的にど

のようなものを指しているのかについて松本は考

察を加えていない. しかし, この松本の指摘から, 
本研究では, 女性が自らの意志でピルを服用する

こと, つまり主体的に避妊をすることに女性の意

志とは別に「偏見」が与えられているということ

に関して考察する必要があると捉えている. 女性

の意志とは別に与えられる「偏見」が具体的にど

のようなものを指すのか, そしてこの「偏見」が

女性の避妊に関する自己決定にどのような影響を

与えているのか, 本研究で今後明らかにすべきで

ある.（注 1） 
 

３．ヒアリング調査 
今年度は先行研究の検討に加え, 女性産婦人科

医師に協力を得てピルの普及と女性の避妊につい

てのヒアリング調査を行った. 本報告では, ヒア

リング調査の中で医師によって言及されたポイン

トのうちの一部を紹介する.  
医師によると, ピルの薬価が高く設定されてい

るため, 女性の負担金額が高くなっていること, 
また, 医師の処方箋がなくてはピルを入手するこ

とができないことなど, ピルへのアクセスに関す

る日本社会での仕組みが, 女性が避妊法としてピ

ルを選択しにくい要因として指摘された. しかし, 
その一方で, 女性たちの避妊への考え方を問うよ

うな証言も得られた. （以下「」内は医師の証言,
（）内は筆者の補足である. ） 

 
「（日本でピルが普及しないのは）費用の問題なの

かな. でも携帯とかみんな結構高いの持ってるじ

ゃない？ネイルとかね, 化粧品とかね, 美容院行

ったりね. 色々考えたらピル 2500 円そんなに高い

のかなとか思うよね. 高いけど, 高いけどね. 」 
 

ここでは, ピルが高額であることや医師の処方箋

の必要性などピルへのアクセスの問題がピルの普

及に影響しているということを留保しつつ, アク

セスだけが要因ではないことが示唆されている.  
 この調査から, ピルの普及には金額や入手の仕

方といったアクセス面が重要であることとそれに

加えて, 女性たちの避妊に関する考え方が関係し

ていることがわかる. その考え方とは, 前節で紹

介したような, 「避妊責任」や女性が主体的に避

妊することに関する「偏見」といったポイントが
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関係していると考えられる.  
 今回のヒアリング調査では, 日々外来で来院す

る女性たちと関わりを持つ産婦人科医師の視点か

らから, 日本でピルが普及しないのはアクセスだ

けが要因ではないという示唆を受けた. 前節で紹

介した先行研究で指摘されたポイントである「避

妊責任」についての女性と男性との関係性や, 女
性が主体的に避妊することへの「偏見」といった

女性の避妊に対する社会的な捉えられ方などと, 
ピルの普及をより具体的に関連づける必要があ

る.  
 

４. まとめと今後の課題 
 今年度はピルについての女性たちの意識につい

て松本彩子の『ピルはなぜ歓迎されないのか』を

先行研究として検討し, また, 女性産婦人科医の

協力を得てヒアリング調査を行った.  
 先行研究では, 避妊に関する女性の自己決定に

ついて重要だと思われる二つのポイントを確認し

た. 一つ目は「避妊責任」である. この「避妊責任」

は避妊に関する主体性に「二律背反的に」付随す

るものとして, 男性との駆け引きの中で現れる. 
女性たちは, 避妊に関して主体的に振る舞うこと

と「避妊責任」についてどのように考え, どのよ

うに男性との関係性において振る舞うのか, この

点を明らかにすることが今後の課題となる.  
 また, 二つ目は女性が避妊に関して主体的に振

る舞うことに対して, 女性の意志とは別に「偏見」

が与えられることが松本の指摘から示唆された. 
この「偏見」が具体的にどのようなものを指すの

か, 女性の避妊に関する自己決定にどのような影

響を与えるのか, 今後明らかにすべき課題である.  
 先行研究の検討から今後明らかにすべき課題と

して挙げられた上記の 2 つのポイントは, 女性産

婦人科医へのヒアリング調査でも指摘されたこと

と重なる. つまり, ピルへのアクセスのしづらさ

といった仕組みのみが, ピルの普及を妨げている

のではないという点である. 今後は, 先行研究の

検討から明らかになった上記の二点について, 具
体的に女性たちがどのような考えを持ち自身の避

妊や男性との関係性を捉えているのか, 女性たち

へのインタビュー調査を用いて分析することを課

題としている.  
 また, インタビュー調査を補うものとして若者

の性行動に関するデータの二次分析を予定してい

る. すなわち, インタビュー調査では明らかにす

ることのできない避妊行動の時系列的な変化や, 
避妊や男性との関係に関する女性たちの考え方の

よりマクロな傾向, さらに女性のみにフォーカス

を定めるのではなく，男性たちのよりマクロな傾

向などを日本性教育協会が 1974 年から実施して

いる「青少年の性行動調査」を二次分析すること

で考察を加える.  
 そして今後, これらのインタビュー調査の結果

と量的データを相互補完的に分析し, 女性の避妊

に関する自己決定のあり方について考察を加える

ことを最終的な課題としている.  
 
注 1 「性道徳の乱れ」という性に関する考え方

や行動に関する言説に着目する点は，指導教員で

ある大出春江先生から教示を受けた.  
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